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ル

'q
で

n

田
學
會
雜
誌

•第
四
十
九
卷
‘
第

七

觉

, 

,

に
、
ヵ
ン
プ
ル
ス
、
ピ
ヵ
ル
デ
ィ
ー
で
五
月
に
起
き
た
。
そ
れ
は
更
に
聩
大
し 

て
七
、
八
月
に
は
ア
ル
サ
ス
、
•ノ
ル
マ
ン
.デ
ィ

I
、

へ
イ

ノ

ー
、
メ n.

ン
ネ
、
 

プ
ラ
ン
シ
土
，
コ
シ
テ
に
及
ん
だ

.0

知
ら
れ
る
如
く
市
民
と
民
衆
は
こ

.の
威
階
で
初
め
て
結
合
し
た
。
結
合
す 

る
十
分
な
無
濟
的
理
由
は
存
し
.た
。
.
.そ
し
て
、
ル
.

—

デ
に
よ
れ
ば
、
民
衆
運
動 

は
そ
れ
で
初
め
て
革
命
の
原
動
力
と
な
る
こ
と
が
出
來
た
の
で
あ
っ
た
。「

民 

.衆
運
動
は
、
た
と
ぇ
激
烈
£

り
ま
た
廣
範
に
わ
た
っ
て
も
、

Tf
J

?

ĉo
>
重
要 

な
部
分
と
結
合
し
な
い
限
り
、
有
効
な
革
命
的
な
力
と
し
て
成
功
し
存
續
す
る 

と
と
が
出
来
な
い」

。
逆

に「

郝
ュ
民
-は
、
.そ
の
實
質
的
な
部
分
が
、
都
市
及 

び
農
村
の
廣
範
な
民
衆
と
連
輅
が
な
い
限
り
、
_
員
め
^
^
_
係
を
破
壊
す
る 

と
.い
う
そ
の
歷
史
的
課
題
を
實
行
す
る
こ
と
が
出
來
な
い」

で
あ
ろ
う
。
ル
ー 

デ
は
.フ
ラ
ン
ス
^
命
の
底
流
に
民
衆
運
動
が
お
る
と
す
る
が
、
こ
れ
が
眞
に
革 

命
的
な
力
を
持
ち
得
た
の
は
プ
と
の
結
合
が
可
能
と
な
っ
た
段
階
に
お
い 

て
で
あ
.っ
た
と
考
え
た
。
市
民
の
介
在
な
く
し
て
民
衆
運
動
は
眞
に
革
命
的 

な
力
た
り
得
ず
、
ま
た
市
民
は
民
衆
の
支
持
な
く
し
て
革
命
を
達
成
す
る
こ 

と
が
出
來
な
か
っ
た
。
ルー

デ
は
民
衆
運
動
を
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
位
置 

づ
け
た
。

し
か
し
草
命
政
府
が
民
衆
の
犠
牲
に
お
い
て
政
策
を
強
行
し
た
時
、
同
盟
は 

，破

れ

市

玲

が

主

■
«
を
振

'っ
.た
。
.民
衆
を
指
導
し
て

Tf
J,
两
と
共
に
革
命 

を
達
成
し
た
ロ
べ
ス
ピH

ル
は
斥
け
ら
れ
た
。
j
l
K
u
s'
衆
と
の
同
盟
を
復
活 

し
よ
う
と
い
う
口
べ
ス
ピ
エ
ル
派
の
努
力
に
も
拘
わ
ら
ず
、
民
衆
運
動
は
結
局 

は
狎
倒
さ
れ
た
。
ソ
ブ
r

ル
の
小
論
は
こ
の
過
程
を
述
べ
る
。

ロ
ペ
ス
ピ
ヱ
ル 

の
思
想
と
そ
の
限
界
を
示
し
た
好
論
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
民
衆
運
動
が
再
び 

起
っ
た
の
は一

八
三
〇
年
以
降
で
、，
し
か
も
全
く
違
づ
た
條
件
の
下
に
お
い
て

で
あ
っ
た
。

四
，四

(

五
三
ニ)

(

渡
邊
•

國
廣)

ス
ト
ル
ミ
リ
ン
論
文

を
め
ぐ
る
ド
ッ

'

ブ
對
ガ
ボ
！
ル

革
命
以
来
、
ソ
連
計
畫
經
濟
の
根
本
方
針
で
あ
っ
た「

重
工
業
優
先」

政
策 

は
、
ス
タ
ー
リ
ン
死
後
、
消
費
生
活
水
準
向
上
の
悪
求
を
背
景
に
も
っ
た
主
張 

に
よ
っ
て
、
そ
の
地
位
を
脅
か
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

重
工
業
優
先
か
輕
工
業
優
先
か
、
あ
る
い
は
同
率
發
展
か
、
更
に
第
一
部
門 

(

生
産
財
部
門)

：
と
第
二
部
P3(

消
費
財
部
H)

と
の
比
率
如
何
と
い
ぅ
よ
ぅ 

な
論
啡
の
經
過
に
つ
い
て
は
、

シ
ヱ
ピ
ー
ロ
フ
.-

(「

プ
ラ
ゥ
ダ」

一
九
五
五
/-
ヰ 

i

月
二
四
日
、「

社
會
科
學
の
諸
.問
題」

第
.三
集)

の
論
文
が
よ
く
傳
え
て
い 

る
。
ま
た
わ
が
國
で
は「

經
濟
研
究」

一
九
五
五
年
六
號
を
參
照
し
て
い
た
だ 

き
.た
い
。

.

. 

,

論
爭
の
骨
子
は
、
.重
工
業
優
先
論
に
對
し
て
、
よ
り
急
速
な
テ
ン
ポ
に
よ
る 

第
一
部
門
め
不
斷
の
：增
大
は
、
そ
の
結
果
こ
の
部§

:

の
比
重
を
た
か
め
、
結
局 

不
'可
避
的
に
生
產
と
消
費
と
の
不
調
和
、
社
會
主
義
の
基
本
的
經
濟
法
則
の
破 

壊
に
み
ち
び
く
と
主
張
ず
る
に
あ
る
。
た
と
え
，ば
べ
ク
ァ
は「

重
工
業
の
急
速 

な
發
展
.テ
ソ
ポ
の
政
策
は
、
か
っ
て
は
社
會
主
義
の
基
本
的
經
濟
法
則
と
#

®

I
つ ":.

卜:..

性
の
あ
る
發
展
の
法
則
に
合
致
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
現
在
の
段
階
で
は
こ 

.

れ
■ら
の
法
則
の
耍
求
と
矛
质
す
る
に
い
た
っ
た」

と
い
う
。.(「

經
濟
學
の
諸
問 

題」

一
九
五
四
年
九
號
、「

三
田
學
會
雜
氣j

四
八
卷
六
號
拙
槁
參
照
。)

，し
か
し
こ
の
よ
う
な
見
解
は
も
ち
ろ
ん
ソ
連
の
基
本
的
方
針
と
は
矛
盾
す 

る
。
こ
こ
に
シ
ヱ

ピ

ー

ロ

フ
を
は
じ
め
多
く
の
反
批
判
が
あ
ら
わ
れ
た
わ
け
で 

あ
る
。

こ
の
重
工
業
優
先
論
の
拫
據
を
大
別
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
ハ
デ 

イ
ヴ
ィ
ス「

ソ
ビH

ト

.
ス
タ
デ
ィ
ズ」

一
九
五
五
年
七
月)

⑴

大
規
模
な
技
術
進
艰
と
霞
生
產
性
の
不
斷
の
向
上
が
高
率
の
授
資
.を

必
要
と
す
る
。(

ド
ロ
シ
ェ
フ)

⑵

國
土
防
衞
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
。(

ベ
ー
チ
ソ)

'

⑶

■
友
邦
援
助
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
。

⑷

農
業
發
展
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
。(

フ
ル
シ
チ
ョ
フ)

(5
)

.第
二
簡
發
展
の
た
め
に
必
廣
で

.あ
る
。

以
上
が
そ
の
根
據
で
あ
る
が
：、
こ
こ
で
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
ソ
連
の
著
名
な
' 

，經
濟
學
卷
ス
ト
ル
ミ
リ
ン
の
第
一
部

^
優
先
理
論
で
あ
る
。

(「

布
殖
大
學
論 

集」

一
九
五
五
年
九
號
、
和
田
敏
雄
教
授
の
論
文
に
.詳
し
い
。)

.

.，ス
ト
ル
ミ

リ

ン
の
論
文
は
、

マ
' ル
ク
ス
の
再
生
產
表
式
を
社
會
主
義
社
會
に 

も
適
用
す
る
よ
，う

-®
き
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
こ
の
論
文
を
め
ぐ
つ
て
な 

さ
れ
た
ド
ッ
ブ
と
ガ
ボ
-
ル
の
論
带
を
紹
介
し
た
い
と
厥
う
。

ニ

本
と
區
別
す
る
。
そ
こ
で
ス
ト
ッ
グ
と
し
.て
の

不

變

資

本

は

固

定

資

本

と

流

動
:

 

資
本
と
な
る
。
純
產
出
高(

國
民
所
得)

は
兩
部
門
のV

+
S

に
等
し
い
。

總
產
出
高
は

V
+
W 

+ 

C

と
な
る(

四
七
頁
表
參
照〕
。

.純
投
資
の
な
い
靜
態
の
場
合
の
均
衡
條
件
は
、
第

一

部
^
總
產
出
高
が
兩
部 

ra
の
資
本
の
填
補
に
等
し
い
こ
'1
'と
で
あ
る
。
ま
た
第

1部
朽
の
純
產
出
高
は
第 

二
部S

：

の
不
變
資
本
の
塡
補
に
等
し
い
。(

V
1
+
S
1
=
C
2
)

 

丨

 

表
の
基
點
の
數
字
•は
單
純
再
生
產
を
あ
ら
わ
す
か
ら
、
第
一
部
門
の
總
生
產 

物
は
兩
部
P1
の
不
變
資
本
の
塊
補
に
す
ぎ
な
い
。(

こ
れ
は
ス
ト
’ル
ミ
リ
ン
の 

い
う
よ
う
に
再
建
期
と
對
應
し
て
い
る
.な
'ら
驚
く
べ
き
數
字
で
あ
る
。)

こ
の
條 

件
が
成
立
す
る
な
ら
消
費
財
一
〇
％
の
增
加
は
生
產
财
の
大
な
る
攏
大
を
必
要
，

と
す
る
だ
.ろ
う
。

/ 

-

.

表
の
初
の
一
一
行
で
流
動
資
本
に
對
す
る
固
定
資
本
の
比
は
も
ち
ろ
ん
第
一
一
部 

門
よ
り
第
一
部S

：

で
高
い
。
大
體

2
對
1
と
1
對
1.
2
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し 

資
本
ス
ト
ッ
ク
の
純
產
出
高
に
對
す
る
比
を
み
る
と
，

(

三
行
と

1
0行)

第
一 

部
門
ほ
ど
第
一j

部
Pi
で
低
く
な
い
。
消
耗
し
た
不
變
資
本
の
純
産
出
高(

六

.

一
0
行)

.に
對
す
る
比
で
は
、
第
一
部
門
よ
り
第
二
部
門
が
高
い
。
こ
の
意
味 

1

重
工
業
が
も
っ
て
い
る
勞
働
に
對
す
る
固
定
資
本
の
比
の
半
分
し
か
輕H

 

. 

業
は
も
っ
て
い
な
い
、
そ
.の
ー
方
輕
エ
業
の
主
要
費
用
の
大
部
分
、
そ
れ
故
そ
.

の
產
出
高
の
大
部
分
は
原
料
か
ち
成
づ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

'
.こ
こ
で
も
し
流
動
資
本
に
對
す
る
固
定
資
本
の
比
が
第
一
部
門
と
第
一1

部i ：

と
同
じ
な
ら
、
資
本
財
の
.第
一
年

€>
-擴
大
は
、
'消
費
財一

〇
％
の
擴
大
を
支
え

:■

る
の
に
わ
ず
か1 

一
％
で
よ
い
。
そ
し
て
第
二 

.

.
三
年
迄
に
、
第

一

部

門

の

純

ぐ
]
 

產
出
高v

l
+
s
i

は
第
二
部
門
の
資
本
の
瑱
補
を
超
過
す
る
、だ
ろ
う
。

-
.ド
ッ
ブ
は
ま
ず
ス
ト

ル
ミ
リ

ン
の

特
長
と
し

て

、

不
變
資
本
を
ス

ト

ッ
ク
と 

フ
ロ
ゥ
に
分
け
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
更
に
ス
ト
ル
ミ
リ
ン
は
勞
働
手
段(

設 

備)

' に
體
現
さ
れ
た
不
變
資
本
と
1

對
象

.

：(

原
料)

に
體
現
さ
れ
た
不
變
資

書評及び賴介

ま
た
ス
ト
ル
ミ
リ
ン
は
、
.第
一
一
部
門
の
產
出
高
の
一
：〇
%
擴
大
に
ょ
り
必
要

四

五

(

五
三
三)



S
甶
學
會
雜
誌
第
：四
十
：九
^
"
第
七
號

四、
-■r > .yv

(

五
3
四
>
.

■:
;

,
と
な
る
追
加
資
本(

原
料
を
舍
む)

を
許
算
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
彼
は
消
耗 

不

署

本

の

增

加(
四
：
•
五
行)

お
，ょ
び
一
〇
％
.
の
生
產
カ
擴
犬
に
要
求
さ
れ 

る
固
定
資
本

.

(

一
行)
の
ス
ト
ッ
ク
.へ
の
追
加
と
の
一
一
つ
を
含
め
て
い
る
。
更 

.に
第
一
部
門
の
純
產
出
高
に
附
加
す
る
に
要
求
さ
れ
る
一
六
〇
附
加
單
位
は
、
 

こ
の
部
朽
の
消
耗
不
變
資
本(
四

•
五
行)

の
附
洳
一
八
七
單
位
を
含
む
で
あ 

ろ
う
。
そ
こ
で

一

六

0+
一

 

八
七
の
總
產
出
高
の
增
加
つ
ま
り
一
七
•

八
％
を 

含
む
の
で
あ
る
。
.こ
の
許
尊
で
彼
は
一
七

•
八
％
の
產
出
高
擴
大
を
支
持
す
る 

に
必
要
な
第

.-
-
-部
門
の
固
定
資
本
ス
ト
ッ
ク
へ
の
附
加
を
含
め
て
い
な
い
。
こ 

れ
は
何
故
か
。
し
か
し
彼
は
わ
ざ
と
し
た
の
だ
'と
思
う
。
何
故
な
ら
、
も
し
單 

•純
再
生
產
で
始
め
る
な
ら
、
外
國
か
ら
の
輸
入
資
本
財
が
な
く
、
ま
た
體
系
の 

中
で
生
產
物
の
豫
備

•生
產
性
向
上
の
餘
地
が
な
け
れ
ば
'
資
本
財
工
業
の
固 

定
資
本
ス
ト
ッ
ク
を
作
る
こ
と
も
、
消
費
財
產
出
高
を
擴
大
す
る
こ
と
も
不
可 

■

能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
で
で
彼
の
第
二
部
門
對
第
二
部
門
一
.七
•
八
對
一
 

:
〇
の
成
長
率
は
問
題
を
低
く
み
て
い
る
。

ま
た
輕
工
業
の
不
變
資
本
は
第
一
部
朽
が
ら
だ
け
で
な
く
農
業
の
產
物
で
あ 

'
る
こ
と
が
多
い
か
ら
、
こ
れ
を
無
視
し
て
は
い
け
な
い
。
も
つ
と
も
こ
の
農
業 

•
を
璐
大
す
る
資
本
は
第
一
部
m
に
依
存
し
.て
い
る
。

所
で
第
ー
部
門
純
產
出
高
と
第
ニ
部
！
：
不
變
資
本
の
埙
補
の
差
を
?'
と
す
る 

と

、

エ

^

^

長

率

の

最

大

可

能

性

は

デ

0
で
あ
ら
わ

さ

れ

ょ

う

。

こ

こ

で

C 

は
總
不
變
資
本
を
あ
ら
わ
す
。
ま
た
第
二
部
に
投
資
が

集
中
さ
れ
る
な
ら
、
 

こ
の
成
長
率
は
X
C 2
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
こ

う

し

て

み
る
と
、

?'

が
正
で
、
 

資
本
に
變
化
が
な
い
な
ら
同
率
•
一
 
定
率
め
成
長
は
可
能
で
あ
る
。.

こ

れ

は

ス 

ト
ル
ミ
リ
ン
に
補
促
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

.

三
.

..

.

.

こ
れ
に
對
し
て
ガ
ボ
丨
ル
は
い
う
。
ド
ッ
ブ
は
ス
ト
ル
ミ
リ
ン
を
信
賴
し
す 

ぎ

.て
い
る
。

ス
ト
ル
ミ
リ
ン
の
■'中
に
は
單
純
な
カ
ラ
ク
.リ
が
あ
る
。
.
つ
ま
り
、
 

第

一

部
^
の
資
本
の
增
加
を
體
系
の
外
か
ら
與
え
な
が
ら
、
第
二
部g

：

で
は
そ 

れ
を
認
め
て
い
な
い
。
外
部
か
ら
資
源
の
供
給
が
な
い
時
、
單
純
再
生
產
か
ら 

擴
大
再
生
產
へ
の
移
行
は
不
可
能
で
あ
る
。(

貯
蓄
が
消
費
を
壓
迪
す
る
な
ら 

可
兔
で
あ
る
。)

.

彼
の
表
の
誤
り
は
、
第 
一•年

で

1060
丨
9
9
0
"
7
0

の
附
加
的
投
資
を
第 

ニ
年
で
は
一
四
0
、
第
三
年
で
は
一
一
一
o
と
す
る
第
一
部
門
純
産
出
高
の
增
加 

を
過
大
視
し
て
い
る
所
に
あ
る
。
正
し
く
計
算
す
れ
ば
第
一一

年
目
か
ら
兩
部g

： 

の
成
長
率
は
等
し
く
な
る
窖
で
あ
る
。
.

ド
ッ
ブ
は
、

再
建
期
办
數
字
と
し
て
驚
い
た
が
、
，
こ
れ
は
單
純
再
生
產
の 

假
定
で
あ
る
。
更
に
ス
ト
ル
ミ
リ
ン
-は
、-
資
本
ス
ト
ッ
ク
と
資
本
投
入
の
產
出 

高
に
對
す
る
比
が
第
一
部
門
と
第
一一

部
門
で
ち
が
う
こ
と
を
强
調
し
た
が
、
第 

六
年
目
に
は
彼
の
表
で
も
う
ま
く
い
っ
て
な
い
で
は
な
い
か
。

ま
た
ド
ッ
ブ

.の

r
l
c論
は
、
技

術

♦嗜
好
不
變
の
假
定
を
す
て
る
と
、
實 

踐
的
に
無
意
味
に
な
っ
て
し
ま
う
。

ガ
ボ
ー
ル
の
批
判
に
對
し
て
ド
ッ
ブ
は
次
の
ょ
う
に
答
え
た
。
私
は
算
術
の
. 

例
示
で
す
ベ
て
を
解
け
る
と
過
っ
て
は
い
な
い
。
ガ
ボ

-

ル
は
表
の
數
字
が
第 

1

年
後
、
物
的
支
出
ブ
ラ
ス
第
一
ー
部
朽
の
固
定
資
本
の
成
長(

f+C1+C2) 

以
上
に
餘
剩
を
第
一
部
門
純
産
出
高
が
生
む
ょ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
の
が
誤
り 

だ
と
い
う
。
最
後
の
年
で
さ
え
、
こ
、の
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
第
ー
豸
^
の
固
定
罾
ホ 

の
年
增
加
の
半
分
以
.下
で
あ
る
。
そ
こ
で
第
ー
部
朽
の
半
分
以
上
が
、
他
の
源

/ .

ストルミリンのソ連の社會的生産物の再生産表式

再 部 物的基金及び豫備 社 會 的 生 產 費 社
會
的
生
產
物

國

m
の
年

度

門 固定 流動
物 的 支 出 生 勞 働 民

所

別
サ1 少2

言卜
Cl C2 計

自 己  
のため

V

社 會
のため

S

行
* 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

M再 A 1800 950 2750 100 950 1050 450 450 1950 900
生 B 700 850 1550 50 850 . 900 300 300 1500 600

純 產 • A +  B 2500 1800 4300 150 1800 1950 750 750 3450 1500‘1
笫 A 2120 1119 3239 118 1119 1237 530 530 2297 1060

660
擴

大

年

'度

B 7V0 935 1705 55 935 990 330 330 1650
A +  B 2890 2054 4944 173 2054 2227 860 860 3947 1720；

第 A 2440 1288 3728 136 1288 1424 610 610 2644 1220；
再

年
度

B 840 1020 1860 60 1020 1080 360 360 1800 720

生

A +  B 3280 2308 5588 196 2308 2504 9Y0 970 4444 1940 丨

第 A 2760 1457 4217 153 1457 1610 690 690 2990 1380
了 80庳 ¥

度

B 910 1105 2015 65 1105 UY0 390 390 1950
A +  B 3670 2562 6232 218 2562 2780 1080 1080 4940 2160

衆

(

體
系
外
か
ら
の
轍
入)

か
ら
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
で
、
そ 

れ
は
、
消
費
の
一
〇
％
增
加
を
支
え
得
る
レ
べ
ル
に
第
一
を
押
し
上
げ
る 

問
題
を
低
く
み
て
い
る
と
さ
え
い
え
る
で
は
な
い
か
。
第
一
部
門
と
第
二
部
門 

と
の
產
出
高
の
關
係
の
適
應
性
は
第
二
部
門
の
成
長
率
に
あ
る
。

.

こ
の
論
爭
は
ド
ッ
ブ
が

#
分
に
ス
ト
ル
ミ

リ

ン

に
同
罾
吣
で
あ
る
が
、
ス

ト 

ル
ミ
リ
ン
表
式
は
數
字
例
で
あ
る
の
で
こ
こ
か
ら
一
般
的
結
論
を
だ
す
の
は
極 

め
て
危
險
で
あ
る
。
こ
こ
が
ガ
ボ
ー
ル
の
不
滿
な
點
で
あ
っ
た
。
ま
た
ス
ト
ル 

ミ
リ
ン
が
資
本
を
ス
ト
ッ
ク
と

フ
口
ゥ
に
區
別
し
た
の
は
す
ぐ
.れ
た
點
で
あ
る
.

が
、
こ
の
場
合
ス

ト
•■
/
ク

と

フ

ロ

ゥ

との
#
大
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
の
に
、
 

こ
れ
を
無
視
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
更
に
ス
ト
ル
ミ
リ
ン
の
擴
張
再
生
^

表
式
は
第
一
年
度
か
ら
第一

一
年
度
へ
と
移
行
す
る
場
合
の
條
件
が
滿
た
さ
れ
て 

い
な
い
の
で
、
こ
れ
を
擴
張
再
生
產
表
式
と
名
づ
け
得
な
い
の
で
は
な
い
か
。

S
o
v
i
e
t

 

s
t
u
d
i
e
s
,

M
.
.

 

: 

C
o
m
p
a
r
a
t
i
v
e

 

R
a
t
e
s
,

 .
o
f

 

G
r
o
w
t
h

 .
i
n

 

I
n
d
u
s
t
r
y

 

(
J
u
l
y
.
,

 

1955
)
.

.A... G
a
b
o
r
:

 

C
o
m
p
a
r
a
t
i
v
e

 

G
r
o
w
t
h
.

 R
a
t
e
s
:

 a

 N
o
t
®

 (Oct., 

1955
)
.

.
M
'

 

D
o
b
b
:

 

.
.
.
c
o
m
p
a
r
a
t
i
v
e

 

G
r
o
w
t
h
.

 

R
a
t
e
s
-
:
.
a
.

 

.
R
e
p
l
y

 

(
J
a
n
.
,

' 

1956
〕
， 

:

 

本
稿
校
疋
中
ノ
ガ
ボ
ー
ル
のa 

R
e
j
o
i
n
d
e
r

を
入
手
し
た
。

(
A
p
r
i
l
,

,
 

1956
)

と
こ
で
も
^

は
ド

ッ
ブ
の
正
し
さ
.を
認
め
な
が
ら
も

、
數
字
例
は
一
般 

的
妥《

農

を

も

■ち
得
な
い
こ
と
、
こ
の
理
論
が
.加
速
度
原
理
の
臈
用
に
す
ぎ
な 

卜
こ
と
を
主
張
し
^
ぃ
る
。

.

1

:

'

:

(

加
；藤

.
寛)

書

：
'
評

へ

及

へ

び

紹

介
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•
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